
 
 

【研究発表】 

 笠木小は，算数科と少人数・複式指導に

ついて２年間研究を行いました。「数学的

活動」と「算数的活動」の違いや発達の段

階を踏まえたガイド学習の手引き作成等，

理論研究をしっかり行い，全学級で研究授

業に取り組みました。その成果を研修係の

川路先生が全体会で発表されました。掲示

された既習事項の活用法や，自校の「ダイ

ヤモンド・サイクル」作成，学年別に見る 

論理的思考の工夫（三角ロジックやペンタ

ゴン・ロジックの導入） 

等，大変充実した内容で 

した。校内の教材・教具， 

掲示物を,多くの方々が 

写真に撮っていらっしゃいました。 

【公開授業：複式第３・４学年】 

単元名 ３年「小数」 

（教材名「図形の面積」学校図書５年下） 

単元名 ４年「計算の仕方を考えよう」 

（教材名「円の面積」学校図書６年） 

 ３年生が小数のたし算，４年生が小数の

わり算の計算の仕方を考える授業でした。 

野田先生が教材・教具の準備や個への対応

を丁寧に行われたので，子供たちが生き生

きと学習に取り組むこと 

ができていました。特に， 

学び合う場面では，自他の 

考えを広く・深く高めてい 

く姿が見られました。 

【公開授業：第２学年】 

単元名「かけ算（２）」 

（教材名「かけ算（２）」 

学校図書２年下） 

 日常生活から学習課題 

を見付け，学習問題を焦 

点化させる導入を２年生でどのように工

夫すればよいか，日髙先生が実践してくだ

さいました。元気な子供たちが，実物やブ

ロック，絵等を用いて，かけ算への自力解

決に熱心に取り組む姿が印象的でした。 

 

【授業研究】 

 分科会は，ワークショップ 

型形式で行われました。２つ 

の仮説に基づき，３つの視点 

（振り返り，ガイド学習の手引き，発表話

型）を中心に熱心な協議が進められました。

効果的な数学的活動の設定や個に応じたき

め細やかな指導，学習環境の整備や表現の

場の工夫等，大変参考になったそうです。 

 令和３年 10月 29日（金）に，曽於市立笠木小学校にて，大隅地区研究協力校「少人数・

複式指導」の研究公開が行われました。笠木小は，研究主題を「『主体的・対話的で深い学

び』を追究する少人数・複式指導の在り方～自他の考えを深め合う数 

学的活動を通して～」と設定し，深い理論研究と授業実践に取り組ん 

でこられました。当日は，２年間の研究の積み上げが感じられる教材 

や教具の準備，学習環境の整備がなされており，参観者にとって大変 

参考になることを数多く見せていただくことができ,素晴らしい公開に 

なりました。  

 

 

 

【閉会のあいさつ】野村 佳史 校長先生  
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